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横
浜
に
近
代
的
水
道
が
完
成
し
て

130
年
、
我
が
国
の
普
及
率
は
98
％
に
達

し
た
。 

そ
も
そ
も
、
我
が
国
の
水
道
建
設
は
、

コ
レ
ラ
の
流
行
が
発
端
で
あ
る
。
文
政

５
年(1

8
2
2
)

、
オ
ラ
ン
ダ
商
船
が
ジ
ャ

ワ
か
ら
長
崎
に
コ
レ
ラ
を
も
た
ら
し
て

以
来
（
こ
の
時
の
大
阪
の
死
者
は
一
カ

月
で
数
千
人
）、
明
治
元
年(1
8
6
8
)

か
ら

20
年
ま
で
の
間
、
毎
年
の
よ
う
に
コ
レ

ラ
が
発
生
し
、
こ
の
間
の
患
者
総
数
は

41
万
人
、
死
亡
者
は
27
万
人
に
達
し
た
。

赤
痢
は
、
明
治
11
年
以
後
発
生
し
、
死

亡
者
3.8
万
人
。
腸
チ
フ
ス
も
死
亡
者
5.9

万
人
に
上
っ
た
。明
治
政
府
に
と
っ
て
、

水
系
伝
染
病
対
策
、
と
り
わ
け
コ
レ
ラ

対
策
は
、
急
務
で
あ
っ
た
。
明
治
11
年

政
府
は
飲
料
水
注
意
法
を
制
定
。
こ
れ

は
、
当
時
飲
料
水
の
主
な
供
給
元
で
あ

っ
た
井
戸
の
整
備
、
汚
水
対
策
等
の
応

急
策
で
あ
っ
た
。 

 

初
代
衛
生
局
長
の
長
与
専
斎
は
天
保

９
年(1

8
3
8
)

長
崎
の
大
村
に
生
ま
れ
、

大
阪
の
緒
方
適
塾
に
学
ん
で
い
る
。
明

治
４
年
に
岩
倉
具
視
視
察
団
と
し
て
欧

米
を
回
り
、
同
６
年
帰
国
、
文
部
省
の

初
代
医
務
局
長
と
な
り
、
同
８
年
内
務

省
の
初
代
衛
生
局
長
と
な
っ
た
。 

こ
の
「
衛
生
」
の
語
も
、H

ig
ien

e

の

訳
語
と
し
て
長
与
専
斎
が
採
用
し
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞

在
中
、S

an
itary, H

ealth

な
ど
今
で
い

う
公
衆
衛
生
の
状
況
を
見
聞
、
こ
れ
に

中
国
古
典
の
荘
子
に
出
て
く
る「
衛
生
」

を
当
て
た
。 

長
与
専
斎
は
、他
に
も
貴
族
院
勅
撰

議
員
、中
央
衛
生
会
長
等
の
要
職
に
就

き
、
コ
レ
ラ
対
策
、
と
り
わ
け
近
代
水

道
の
建
設
、水
道
条
例
の
制
定
に
尽
力

し
た
。
長
与
専
斎
は
、
水
道
条
例
制
定

の
過
程
で
、
水
道
の
建
設
に
は
、
民
間

企
業
が
布
設
す
る
こ
と
も
提
案
し
た

が
、法
制
局
の
主
張
す
る
市
町
村
営
と

す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。以
来
今
日
の

水
道
法
に
お
い
て
も
、水
道
施
設
の
建

設
、運
営
は
市
町
村
が
中
心
に
行
わ
れ 

 
 
 
 
 
 
 

て
い
る
。 

我
が
国
最
初
の
近
代
水
道
は
、明
治

20
年
の
横
浜
水
道
で
あ
る
。
神
奈
川

県
が
施
工
し
、市
制
が
制
定
さ
れ
る
と

横
浜
市
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。横
浜

の
後
は
、
港
町
、
大
都
市
を
中
心
に
、

函
館
、
佐
世
保
、
呉
、
長
崎
、
下
関
、

岡
山
、
大
阪
、
神
戸
、
東
京
等
が
次
々

と
取
り
掛
か
っ
た
。 

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
壊
滅
的

被
害
を
受
け
、
復
興
に
尽
力
、
急
激
な

普
及
が
始
ま
っ
た
の
は
、高
度
経
済
成

長
の
波
に
乗
っ
た
昭
和
30
年
以
降
で

あ
っ
た
。急
激
な
水
需
要
対
策
の
ダ
ム

建
設
、水
道
用
水
供
給
事
業
の
創
設
な

ど
も
行
わ
れ
た
。 

 

今
日
、
我
が
国
の
水
道
は
、
将
来
像

の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、
過
疎
集
落
の
消
滅
等
の

社
会
現
象
に
加
え
、
既
存
水
道
施
設
の

更
新
、
小
規
模
水
道
の
統
合
等
が
挙
げ

ら
れ
る
。 

 

今
国
会
で
は
、
水
道
法
の
改
正
が
上

程
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

見
据
え
た
、
条
文
の
改
正
で
あ
る
。
そ

の
主
柱
は
、強
靭
な
水
道
施
設
の
構
築
、

水
道
広
域
化
、
民
間
企
業
の
水
道
運
営

へ
の
参
入
で
あ
る
。
特
に
、
水
道
運
営

へ
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入
は
、
水

道
経
営
を
市
町
村
か
ら
民
間
へ
広
げ
よ

う
と
い
う
転
換
で
あ
る
。
議
論
が
必
要

で
あ
る
が
、
経
営
方
式
に
民
間
運
営
の

選
択
枝
を
設
け
た
点
は
、
画
期
的
な
出

来
事
で
あ
る
。
重
大
な
分
岐
点
に
立
っ

て
い
る
。
さ
て
長
与
専
斎
は
な
ん
と
答

え
る
か
。 

 

初
代
衛
生
局
長
長
与
専
斎
（
敬
称
略
） 

 

グ
リ
ー
ン
サ
イ
エ
ン
ス
21
便
り

（１）

 

「
衛
生
と
い
う
訳
語
を
編
み
出
し
た
男
」 

坂
本
弘
道
（
さ
か
も
と 

ひ
ろ
み
ち
＝
元
厚
生
省
水
道
環
境
部
長 

 

前
日
本
水
道
工
業
団
体
連
合
会 

専
務
理
事
） 
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